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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
オ
ニ
ナ
シ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
３
０
１
Ｏ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
カ
ン
レ
キ
シ
リ
ー
ズ
第
三
弾
！
更
に
進
化
し
た
パ
ワ
ー
が
遂
に
動
き
出
す
！
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第
一
話
　
封
印
さ
れ
て
い
る
者
（
前
書
き
）

新
た
な
作
品
始
動
へ
！
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第
一
話
　
封
印
さ
れ
て
い
る
者

シ
ラ
ヌ
イ
が
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
の
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
追
放
部
隊
の
司

令
官
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
４
ヶ
月
後
、
新
し
い
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
持
つ
、

戦
士
が
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
。

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
！
オ
ニ
ナ
シ
！
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
自
分
が
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
ま
だ
知
ら
な
か
っ

た
。

「
お
い
、
そ
こ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
野
郎
こ
っ
ち
ま
で
お
い
で
だ
！
」

「
舐
め
や
が
っ
て
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
！
ブ
ラ
ッ
ク
！
」

ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
一
人
、
ブ
ラ
ッ
ク
は
レ
ー
ザ
ー
ガ
ン
で
オ
ニ

ナ
シ
に
向
か
っ
て
発
砲
し
た
。

オ
ニ
ナ
シ
は
左
肩
を
負
傷
し
た
。

「
く
っ
、
や
り
や
が
っ
た
な
。
」

ブ
ラ
ッ
ク
は
も
う
一
回
発
砲
し
た
途
端
、
跳
ね
返
さ
れ
た
。

「
何
だ
！
シ
ラ
ヌ
イ
か
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
と
一
緒
に
な
り
覚
醒
し
て
い
た
。

「
何
だ
あ
の
輝
き
は
？
」
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「
君
に
も
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
力
が
あ
る
の
は
分
か
る
か
オ
ニ
ナ
シ
？
」

「
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
？
」

「
自
分
の
意
志
と
の
合
体
パ
ワ
ー
だ
！
」

「
そ
ん
な
力
が
俺
に
・
・
・
よ
し
！
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
解
き
放
っ
た
。

「
三
代
目
カ
ン
レ
キ
の
誕
生
が
ま
じ
か
に
迫
っ
て
い
る
だ
と
！
」
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第
一
話
　
封
印
さ
れ
て
い
る
者
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
話
　
ブ
ラ
ッ
ク
敗
北
す
る
。
お
楽
し
み
に
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第
二
話
　
ブ
ラ
ッ
ク
敗
北
す
る
。
（
前
書
き
）

オ
ニ
ナ
シ
の
覚
醒
が
解
き
放
た
れ
る
。
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第
二
話
　
ブ
ラ
ッ
ク
敗
北
す
る
。

「
三
代
目
カ
ン
レ
キ
が
誕
生
し
て
し
ま
う
。
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
意
志
と
合
体
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
。

「
オ
ニ
ナ
シ
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド
！
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
身
体
を
見
て
い
た
。

「
凄
い
、
こ
れ
が
自
ら
の
意
志
と
合
体
し
た
姿
な
の
か
。
か
っ
こ
い
い
ぜ
！
」

「
ち
っ
、
貴
様
な
ん
か
に
俺
を
倒
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

ブ
ラ
ッ
ク
は
意
地
に
な
っ
て
攻
撃
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
オ
ニ
ナ
シ
は
そ
ん
な
攻
撃
な
ん
て
諸
共
し
な
か
っ
た
。

「
俺
の
攻
撃
を
食
ら
え
、
ア
イ
ア
ン
バ
ー
ス
ト
ブ
ー
ス
ト
！
」

ブ
ラ
ッ
ク
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
息
を
引
き
取
っ
た
。

「
こ
の
力
は
す
ご
い
が
や
り
過
ぎ
た
・
・
・
・
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
に
注
意
さ
れ
て
い
た
。

「
熱
血
の
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
は
、
時
と
し
て
悪
に
染
ま
る
。
そ
の
こ
と
を
気

を
つ
け
ろ
！
」
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「
了
解
し
ま
し
た
。
シ
ラ
ヌ
イ
司
令
官
。
」

「
カ
ン
レ
キ
の
三
代
目
と
し
て
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
責
任
を
持
て

ば
熱
血
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に
固
ま
る
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
初
代
カ
ン
レ
キ
の
勇
気
を
感
じ
て
い
た
。
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第
二
話
　
ブ
ラ
ッ
ク
敗
北
す
る
。
（
後
書
き
）

次
回
　
第
三
話
　
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
。
お
楽
し
み
に
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第
三
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
前
書
き
）

切
な
さ
が
強
め
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
に
乗
っ

取
ら
れ
た
星
に
オ
ニ
ナ
シ
が
向
か
う
。
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第
三
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

熱
血
の
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
持
つ
戦
士
、
オ
ニ
ナ
シ
は
、
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ

プ
テ
ィ
コ
ン
が
占
領
し
て
い
る
と
い
る
と
さ
れ
る
惑
星
「
リ
ー
ク
オ
ニ
カ
ー
」

に
向
か
っ
た
。

「
オ
ニ
ナ
シ
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
！
」

ロ
ボ
ッ
ト
モ
ー
ド
に
変
形
し
た
オ
ニ
ナ
シ
は
、
惑
星
の
壊
滅
状
態
を
調
べ
て
い

た
。

「
こ
れ
は
ひ
ど
い
。
惑
星
の
住
民
の
民
家
が
大
破
し
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
あ
る

と
は
。
」

し
か
し
、
オ
ニ
ナ
シ
に
一
人
の
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
戦
士
が
近
づ
い
て
い
た
。

オ
ニ
ナ
シ
は
、
右
腕
を
刀
に
変
形
さ
せ
て
そ
の
一
体
の
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
戦

士
を
真
っ
二
つ
に
し
た
。

「
危
う
く
不
覚
を
取
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ぜ
！
」

住
民
の
生
存
確
認
を
し
始
め
た
オ
ニ
ナ
シ
は
、
あ
る
物
を
見
つ
け
る
。

「
こ
れ
は
な
ん
だ
？
も
し
か
し
て
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
エ
ン
プ
レ
ム
か
？
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
戦
闘
機
に
変
形
し
て
辺
り
を
捜
索
し
始
め
た
。

ま
た
し
て
も
３
体
の
戦
闘
機
に
変
形
す
る
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
に
見
つ
か
っ
て

し
ま
っ
た
。
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「
く
そ
、
な
ん
で
見
つ
か
る
ん
だ
よ
。
」

三
体
の
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
は
、
変
形
し
て
オ
ニ
ナ
シ
を
探
し
始
め
た
。

オ
ニ
ナ
シ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
と
合
体
し
た
。

「
こ
い
つ
の
お
か
げ
で
う
ま
く
隠
れ
た
ぜ
！
さ
て
攻
撃
態
勢
で
も
取
り
ま
す
か
。

」三
体
の
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
一
人
が
、
オ
ニ
ナ
シ
を
見
つ
け
た
。

そ
の
時
、
オ
ニ
ナ
シ
の
素
早
い
攻
撃
を
受
け
て
、
そ
の
一
人
の
顔
が
崩
壊
し
た
。

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
！
ア
グ
ラ
ス
ト
！
」

第
十
一
軍
の
リ
ー
ダ
ー
が
現
れ
た
。

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
！
サ
イ
ク
ロ
ナ
ス
！
」

更
に
は
副
リ
ー
ダ
ー
も
、
そ
し
て
・
・
・
・

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
！
ク
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ム
！
」

第
十
一
軍
は
、
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
中
で
も
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
が
ア
グ
ラ
ス
ト
も
問
題
点
の
多
い
人
物
で
あ
る
。

オ
ニ
ナ
シ
は
、
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
五
体
を
一
度
に
相
手
に
で
き
る

の
か
？
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第
三
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
後
書
き
）

次
回
　
第
四
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
。
お
楽
し
み
に
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第
四
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

オ
ニ
ナ
シ
は
、
５
体
の
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
に
一
気
に
相
手
に
し
た
。

「
ク
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ム
！
早
く
行
け
！
」

「
了
解
！
行
く
ぞ
テ
ラ
ー
コ
ン
の
馬
鹿
共
！
」

テ
ラ
ー
コ
ン
二
体
と
、
ク
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ム
と
一
緒
に
オ
ニ
ナ
シ
に
襲
い
か
か

っ
た
。

オ
ニ
ナ
シ
は
、
戦
術
が
か
な
り
の
腕
前
で
あ
り
、
テ
ラ
ー
コ
ン
や
ク
ラ
イ
ド
ス

ト
ー
ム
を
の
攻
撃
を
軽
々
と
よ
け
て
い
た
。

「
こ
ん
な
攻
撃
、
よ
け
れ
る
。
」

ア
グ
ラ
ス
ト
は
、
サ
イ
ク
ロ
ナ
ス
に
言
っ
た
。

「
二
手
に
分
か
れ
ろ
！
」

「
わ
か
っ
た
！
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
で
テ
ラ
ー
コ
ン
二
体
を
つ
ぶ
し
た
。

「
後
は
、
お
前
達
だ
な
。
」

ア
グ
ラ
ス
ト
は
、
サ
イ
ク
ロ
ナ
ス
と
ク
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ム
と
合
体
し
た
。

「
今
の
俺
を
倒
す
こ
と
は
、
ま
ず
不
可
能
。
オ
ニ
ナ
シ
、
貴
様
は
あ
の
世
へ
行
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っ
て
も
ら
う
。
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
物
体
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
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第
四
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
後
書
き
）

次
回
　
第
五
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
。
お
楽
し
み
に



17

第
五
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
前
書
き
）

悲
し
み
の
惑
星
三
話
完
結
型
は
、
こ
れ
に
て
終
了
で
す
。
短
め
で
す
。
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第
五
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

オ
ニ
ナ
シ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
物
体
に
し
よ
う
と
考
え
た
。

「
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
よ
！
最
強
か
つ
素
晴
ら
し
き
力
を
俺
の
体
に
纏
い
給
え
。

」オ
ニ
ナ
シ
の
体
が
光
り
始
め
た
。

ア
グ
ラ
ス
ト
フ
ル
チ
ャ
ー
ジ
モ
ー
ド
は
、
攻
撃
を
す
る
の
を
止
め
た
。

「
オ
ニ
ナ
シ
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド
！
」

ア
グ
ラ
ス
ト
フ
ル
チ
ャ
ー
ジ
モ
ー
ド
は
、
攻
撃
を
再
開
さ
せ
始
め
た
。

オ
ニ
ナ
シ
は
、
避
け
ま
く
っ
て
攻
撃
を
し
始
め
た
。

「
こ
い
つ
、
動
き
が
早
す
ぎ
る
ぞ
。
」

「
ア
グ
ラ
ス
ト
、
こ
れ
で
最
後
に
し
て
や
る
。
フ
ォ
ー
ス
チ
ッ
プ
イ
グ
ニ
ッ
シ

ョ
ン
！
サ
ウ
ン
ド
ジ
ャ
ッ
ク
フ
ル
バ
ー
ス
ト
！
」

ア
グ
ラ
ス
ト
は
、
合
体
を
解
い
た
。

「
お
前
が
犠
牲
に
な
れ
、
ク
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ム
！
」

「
な
ぜ
で
す
か
ー
ア
グ
ラ
ス
ト
様
ー
！
」

ク
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ム
は
、
サ
ウ
ン
ド
ジ
ャ
ッ
ク
フ
ル
バ
ー
ス
ト
を
食
ら
っ
た
。
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ク
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ム
は
、
下
半
身
だ
け
残
っ
た
。

「
此
処
は
退
く
ぞ
！
」

「
了
解
！
」
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第
五
話
　
悲
し
み
の
惑
星
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
後
書
き
）

次
回
　
第
六
話
　
惑
星
の
秘
密
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
。
お
楽
し
み
に
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第
六
話
　
惑
星
の
秘
密
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
前
書
き
）

そ
の
惑
星
の
つ
い
に
明
ら
か
に
な
る
。
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第
六
話
　
惑
星
の
秘
密
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

オ
ニ
ナ
シ
は
、
此
の
惑
星
に
何
か
が
あ
る
と
思
い
、
捜
査
し
た
。

「
き
っ
と
何
か
が
あ
る
筈
。
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
戦
闘
機
に
変
形
し
た
後
、
惑
星
の
周
り
を
回
っ
た
。

し
か
し
、
手
か
が
り
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
、
一
人
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
が
い
た
。

「
そ
こ
で
何
を
し
て
い
る
ん
だ
？
」

「
こ
こ
で
、
君
を
待
っ
て
い
た
ん
だ
。
」

「
名
前
は
？
」

「
僕
の
名
は
、
ラ
ッ
ト
ル
。
オ
ニ
ナ
シ
さ
ん
で
す
よ
ね
。
」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
が
？
此
の
惑
星
の
正
体
は
な
ん
な
ん
だ
？
」

「
此
の
惑
星
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
ン
で
す
。
」

「
ユ
ニ
ク
ロ
ン
、
こ
の
惑
星
が
か
。
」

「
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
」

「
確
か
、
ユ
ニ
ク
ロ
ン
は
、
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ゴ
ン
を
持
つ
者
だ
な
。
」
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「
そ
う
で
す
よ
。
」
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第
六
話
　
惑
星
の
秘
密
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
後
書
き
）

次
回
　
第
七
話
　
惑
星
の
秘
密
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
。
お
楽
し
み
に
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第
七
話
　
惑
星
の
秘
密
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
前
書
き
）

あ
の
妙
な
パ
チ
モ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
が
登
場
？
誰
だ
か
分
り
ま
す
よ
ね
。
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第
七
話
　
惑
星
の
秘
密
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

「
そ
う
で
す
よ
。
」

ラ
ッ
ト
ル
と
オ
ニ
ナ
シ
は
、
機
能
停
止
中
の
ユ
ニ
ク
ロ
ン
の
周
り
を
回
っ
た
。

異
常
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
不
気
味
な
奴
を
見
つ
け
た
。

「
何
だ
、
で
き
そ
こ
な
い
、
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
は
？
」

「
で
き
そ
こ
な
い
、
言
う
な
。
変
形
開
始
！
」

確
か
に
、
で
き
そ
こ
な
い
戦
士
で
あ
っ
た
。

オ
ニ
ナ
シ
は
、
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
マ
ー
ク
を
み
て
、
思
わ
ず
突
っ
込
ん
で

し
ま
っ
た
。

「
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
エ
ン
プ
レ
ム
が
捲
れ
て
い
る
し
、
エ
ン
プ
レ
ム
の
絵
の

感
じ
が
草
食
系
に
な
っ
て
る
ー
！
」

「
あ
っ
、
本
当
だ
。
あ
れ
ー
ー
ー
ー
！
」

ラ
ッ
ト
ル
は
、
う
っ
と
し
い
な
ぞ
の
人
物
を
追
い
払
っ
た
。

「
行
き
ま
し
ょ
う
、
オ
ニ
ナ
シ
さ
ん
。
」

「
あ
あ
、
そ
う
し
よ
う
。
」

し
か
し
、
ユ
ニ
ク
ロ
ン
は
、
微
妙
だ
が
右
に
動
い
た
。
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第
七
話
　
惑
星
の
秘
密
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
後
書
き
）

次
回
　
第
八
話
　
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
動
き
。
お
楽
し
み
に
！
オ

ニ
ナ
シ
激
誕
編
か
ら
動
く
敵
編
に
な
り
ま
す
。
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第
八
話
　
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
ブ
テ
ィ
コ
ン
の
動
き

ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
は
、
会
議
を
行
っ
た
。

「
破
壊
大
帝
殿
、
第
十
一
軍
の
失
態
を
ど
う
受
け
ど
う
考
え
て
い
ま
す
の
で
す

か
？
」

「
わ
し
の
考
え
で
は
、
第
十
一
軍
の
失
態
は
、
大
目
に
見
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

」「
し
か
し
、
デ
ス
カ
イ
ダ
様
。
そ
れ
で
は
・
・
・
」

「
第
五
軍
リ
ー
ダ
ー
、
不
満
で
も
あ
る
の
か
ね
？
」

「
い
え
っ
、
し
か
し
時
に
は
厳
し
く
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
の
で
。
」

デ
ス
カ
イ
ダ
は
、
し
ば
ら
く
考
え
て
第
十
一
軍
の
リ
ー
ダ
ー
に
あ
る
こ
と
を
下

し
た
。

「
わ
し
は
、
今
ま
で
破
壊
大
帝
に
な
い
優
し
さ
を
振
舞
い
す
ぎ
て
い
た
。
こ
れ

か
ら
は
優
し
さ
を
使
い
な
が
ら
も
厳
し
く
い
く
こ
と
に
す
る
。
」

デ
ス
カ
イ
ダ
は
、
息
を
吸
っ
て
第
十
一
軍
の
リ
ー
ダ
ー
の
処
罰
を
下
し
た
。

「
第
十
一
軍
リ
ー
ダ
ー
、
お
前
は
し
ば
ら
く
第
八
軍
の
組
織
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
い
て
も
ら
う
。
そ
の
代
わ
り
に
デ
ッ
ド
オ
ア
ア
ラ
イ
ブ
が
第
十
一
軍
リ
ー
ダ

ー
を
し
て
く
れ
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
デ
ス
カ
イ
ダ
様
。
」



29

「
ア
グ
ラ
ス
ト
、
異
動
処
分
程
度
で
済
む
の
は
、
わ
し
が
破
壊
大
帝
の
座
を
持

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
目
が
ト
ロ
ン
の
よ
う
な
破
壊
大
帝
だ
っ
た
ら
処
刑
さ
れ
て

い
る
ぞ
。
そ
こ
は
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
た
ま
え
。
」

「
ま
こ
と
に
失
態
の
件
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

ア
グ
ラ
ス
ト
は
、
デ
ス
カ
イ
ダ
の
裏
で
裏
切
り
を
た
く
ら
ん
で
い
た
。



30

第
八
話
　
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
ブ
テ
ィ
コ
ン
の
動
き
（
後
書
き
）

次
回
　
第
九
話
　
愛
の
な
い
将
軍
。
お
楽
し
み
に
！
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第
九
話
　
愛
の
な
い
将
軍

第
二
軍
の
リ
ー
ダ
ー
、
メ
ガ
ト
ラ
ヴ
は
、
オ
ニ
ナ
シ
対
策
を
と
っ
て
い
た
。

「
ク
ズ
を
倒
す
に
は
、
貴
様
等
の
力
が
必
要
に
な
る
。
す
ぐ
に
行
け
！
」

「
そ
ん
な
、
早
す
ぎ
ま
せ
ん
か
？
」

「
ん
だ
と
、
俺
に
そ
の
口
を
き
く
奴
は
殺
す
。
殺
里
行
き
や
が
れ
！
」

「
了
解
！
」

メ
ガ
ト
ラ
ヴ
は
、
さ
び
し
い
奴
で
あ
る
。

一
方
、
オ
ニ
ナ
シ
と
ラ
ッ
ト
ル
は
、
メ
ガ
ト
ラ
ヴ
の
作
り
だ
し
た
産
物
を
味
わ

っ
て
い
た
。

「
ラ
ッ
ト
ル
、
君
は
そ
っ
ち
を
。
」

「
了
解
、
オ
ニ
ナ
シ
殿
。
」

オ
ニ
ナ
シ
は
拳
で
攻
撃
を
し
て
、
ラ
ッ
ト
ル
は
剣
で
攻
撃
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
オ
ニ
ナ
シ
達
は
テ
ラ
ー
コ
ン
集
団
を
倒
し
て
い
た
。

メ
ガ
ト
ラ
ヴ
は
、
残
っ
て
い
る
テ
ラ
ー
コ
ン
と
合
体
し
た
。
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第
九
話
　
愛
の
な
い
将
軍
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
話
　
オ
ニ
ナ
シ
大
苦
戦
！
。
お
楽
し
み
に
！
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第
十
話
　
オ
ニ
ナ
シ
大
苦
戦

ラ
ッ
ト
ル
と
オ
ニ
ナ
シ
は
、
テ
ラ
ー
コ
ン
達
を
殲
滅
し
て
い
っ
た
。

「
俺
の
拳
を
食
ら
え
！
」

爆
発
音
と
と
も
に
戦
闘
機
に
変
形
し
て
、
ミ
サ
イ
ル
で
止
め
を
刺
す
と
い
う
傲

慢
な
行
動
は
オ
ニ
ナ
シ
特
有
の
も
の
で
あ
る
。

「
ラ
ッ
ト
ル
、
俺
に
乗
っ
て
強
行
突
破
だ
。
」

「
分
か
っ
た
ぜ
！
」

そ
の
時
、
メ
ガ
ト
ラ
ヴ
が
、
た
く
さ
ん
の
テ
ラ
ー
コ
ン
を
連
れ
込
ん
で
現
れ
た
。

「
お
前
に
目
の
い
い
も
の
を
あ
げ
よ
う
。
テ
ラ
ー
コ
ン
ど
も
合
体
だ
！
」

「
う
ぎ
ゃ
ゃ
ゃ
ゃ
ゃ
ゃ
ゃ
ゃ
！
」

オ
ニ
ナ
シ
と
ラ
ッ
ト
ル
は
、
メ
ガ
ト
ラ
ヴ
の
巨
大
化
を
見
て
唖
然
と
し
て
い
た
。

「
こ
い
つ
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
か
く
な
り
や
が
っ
た
。
」

メ
ガ
ト
ラ
ヴ
の
今
の
大
き
さ
は
全
長
５
０
０
ｍ
で
あ
る
。

実
際
の
大
き
さ
は
５
ｍ
な
の
で
、
１
０
０
倍
に
大
き
く
な
っ
た
。

オ
ニ
ナ
シ
達
は
、
作
戦
を
立
て
る
も
巨
大
な
姿
を
し
た
メ
ガ
ト
ラ
ヴ
の
攻
撃
に

身
動
き
が
取
れ
な
か
っ
た
。
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「
ど
う
し
ま
す
か
。
」

「
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド
で
も
か
な
わ
な
い
。
」
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第
十
話
　
オ
ニ
ナ
シ
大
苦
戦
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
一
話
　
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
発
動
！
最
強
の
強
さ
。
お
楽
し
み
に
！
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第
十
一
話
　
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
発
動
！
最
強
の
強
さ

ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド
で
も
か
な
わ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
オ
ニ
ナ
シ
。

「
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
ア
タ
ッ
ク
！
」

オ
ニ
ナ
シ
の
攻
撃
が
弾
か
れ
た
。

「
今
度
は
、
こ
っ
ち
の
番
だ
。
ス
タ
ン
ダ
ス
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
！
」

オ
ニ
ナ
シ
と
ラ
ッ
ト
ル
は
、
ミ
サ
イ
ル
の
弾
幕
を
避
け
る
の
に
一
苦
労
し
て
い

た
。

「
こ
い
つ
、
う
わ
ぁ
あ
あ
！
」

「
オ
ニ
ナ
シ
殿
、
ギ
ャ
ア
ー
！
」

「
ハ
ハ
ハ
ハ
、
こ
れ
は
弱
く
て
話
に
も
な
ら
な
い
。
」

オ
ニ
ナ
シ
と
ラ
ッ
ト
ル
は
、
手
を
つ
な
い
で
力
を
共
感
し
あ
っ
て
い
た
。

「
何
だ
、
あ
の
光
は
？
」

「
オ
ニ
ナ
シ
、
ラ
ッ
ト
ル
！
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
オ
ニ
ナ
シ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
！
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
右
手
か
ら
剣
型
の
銃
を
取
り
出
し
た
。

「
く
た
ば
れ
！
オ
ニ
ナ
シ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
！
」
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「
ふ
ん
っ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
ビ
ー
ム
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
！
」

「
な
に
っ
！
」

メ
ガ
ト
ラ
ヴ
は
、
大
爆
発
し
て
消
滅
し
た
。

第
二
軍
全
滅

「
破
壊
大
帝
殿
、
こ
の
ま
ま
で
は
・
・
・
」

「
第
三
軍
で
試
し
て
み
た
ま
え
。
」

「
そ
う
で
す
ね
。
」

（
オ
ニ
ナ
シ
、
新
た
な
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
使
い
手
。
こ
れ
は
面
白
く
な
っ

て
き
た
ぞ
。
）

デ
ス
カ
イ
ダ
は
に
や
り
と
し
て
い
た
。
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第
十
一
話
　
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
発
動
！
最
強
の
強
さ
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
二
話
　
オ
ニ
ナ
シ
、
天
然
な
作
戦
。
お
楽
し
み
に
！

い
っ
た
い
ど
ん
な
作
戦
か
は
楽
し
み
に
し
ま
し
ょ
う
。
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第
十
二
話
　
オ
ニ
ナ
シ
、
天
然
な
作
戦

オ
ニ
ナ
シ
と
ラ
ッ
ト
ル
は
、
サ
イ
バ
ト
ロ
ン
星
第
６
基
地
本
部
で
休
ん
で
い
た
。

第
６
基
地
本
部
司
令
官
ロ
ッ
ド
マ
ス
は
、
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
デ

ー
タ
を
持
ち
歩
い
て
、
オ
ニ
ナ
シ
達
に
見
せ
た
。

「
こ
ち
ら
が
、
今
ま
で
の
被
害
件
数
と
目
撃
証
言
で
す
。
」

「
オ
ニ
ナ
シ
殿
、
ど
う
も
あ
る
場
所
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
」

「
確
か
に
、
此
処
は
確
か
昔
の
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
軍
の
基
地
が
あ
っ
た
と
い

う
場
所
で
す
よ
ね
。
」

「
は
い
、
そ
う
で
す
。
四
百
五
十
万
年
前
に
基
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
」

「
今
は
、
市
民
が
住
む
町
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
何
や
ら
作
戦
を
立
て
て
い
た
。

「
市
民
に
化
け
よ
う
。
そ
し
て
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
を
待
ち
伏
せ
す
る
。
」

ラ
ッ
ト
ル
に
と
っ
て
は
、
天
然
な
作
戦
の
よ
う
に
思
え
た
。
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第
十
二
話
　
オ
ニ
ナ
シ
、
天
然
な
作
戦
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
三
話
　
第
三
軍
の
侵
攻
を
目
撃
せ
よ
。
お
楽
し
み
に
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第
十
三
話
　
第
三
軍
の
侵
攻
を
目
撃
せ
よ

市
民
に
化
け
て
い
る
オ
ニ
ナ
シ
と
ラ
ッ
ト
ル
は
、
緊
張
し
て
い
た
が
そ
れ
を
市

民
の
警
戒
心
と
し
て
変
え
て
い
た
。

「
本
当
に
こ
れ
で
行
け
る
の
で
す
か
ね
。
」

「
大
丈
夫
だ
。
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
行
動
を
見
か
け
れ
ば
重
要
な
手
か
が
り

に
な
る
。
」

強
気
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
オ
ニ
ナ
シ
。

そ
こ
に
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
連
中
が
や
っ
て
き
た
。

「
第
三
軍
の
連
中
だ
な
。
」

ラ
ッ
ト
ル
は
オ
ニ
ナ
シ
の
指
示
通
り
に
あ
る
も
の
を
用
意
し
た
。

「
準
備
Ｏ
Ｋ
で
す
。
オ
ニ
ナ
シ
殿
。
」

「
合
図
す
る
ま
で
は
待
機
し
て
く
れ
。
」

「
了
解
！
」

オ
ニ
ナ
シ
が
し
ば
ら
く
し
て
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
っ
た
と
合
図
を
し
た
。

「
よ
し
っ
！
と
り
ゃ
ー
！
」

巨
大
な
檻
が
突
如
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
達
の
頭
上
に
落
ち
て
き
た
。



42

「
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ー
！
」

「
オ
ニ
ナ
シ
貴
様
！
」

「
悪
い
ね
。
で
も
何
を
探
っ
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
そ
れ
を
話
す

ま
で
は
檻
か
ら
は
出
さ
な
い
！
」

「
そ
う
い
う
こ
と
。
」

「
あ
れ
は
、
オ
ニ
ナ
シ
の
相
棒
、
ラ
ッ
ト
ル
じ
ゃ
な
い
か
。
」

「
こ
い
つ
等
を
相
手
に
し
て
は
ま
ず
い
。
話
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
」

「
そ
う
だ
な
。
」

オ
ニ
ナ
シ
と
ラ
ッ
ト
ル
は
、
彼
ら
の
話
を
聞
い
て
納
得
は
し
た
が
嫌
な
予
感
が

し
て
い
た
。

「
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ゴ
ン
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
。
」

オ
ニ
ナ
シ
は
、
の
ど
元
か
ら
出
そ
う
な
答
え
が
な
か
な
か
出
な
く
て
困
っ
て
い

た
。

「
オ
ニ
ナ
シ
殿
、
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
企
み
は
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ゴ
ン
を
集
め

る
こ
と
と
い
う
の
は
何
か
気
か
が
り
で
す
。
」

「
確
か
に
。
裏
が
あ
る
。
ユ
ニ
ク
ロ
ン
を
崇
拝
し
て
い
そ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

」
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第
十
三
話
　
第
三
軍
の
侵
攻
を
目
撃
せ
よ
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
四
話
　
ブ
ラ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
と
レ
イ
ン
バ
レ
ル
の
襲
撃
。
お
楽
し

み
に
！



44

第
十
四
話
　
ブ
ラ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
と
レ
イ
ン
バ
レ
ル
の
襲
撃

オ
ニ
ナ
シ
達
は
作
戦
を
立
て
て
い
た
。

「
オ
ニ
ナ
シ
殿
、
あ
の
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
は
ど
う
す
る
つ
も
り
で
す
か
？
」

「
次
に
や
っ
て
く
る
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
た
ち
に
見
せ
て
や
ろ
う
。
」

「
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
ね
オ
ニ
ナ
シ
殿
。
」

ビ
ク
ト
リ
ー
ポ
ー
ズ
を
互
い
に
取
り
合
っ
た
２
人
。

一
方
、
牢
屋
に
閉
じ
込
め
て
い
る
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
は
・
・
・

「
ど
う
す
る
ん
だ
よ
。
レ
イ
ン
バ
レ
ル
の
野
郎
に
見
ら
れ
た
ら
笑
い
者
だ
ぜ
俺

達
。
」

「
そ
う
だ
ぜ
、
こ
れ
で
は
死
ぬ
し
か
な
い
な
。
」

「
だ
っ
た
ら
、
か
な
え
て
や
ろ
う
か
。
」

レ
イ
ン
バ
レ
ル
と
ブ
ラ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
が
や
っ
て
き
た
。

「
レ
イ
ン
バ
レ
ル
殿
、
助
け
て
く
だ
さ
い
。
何
で
も
し
ま
す
か
ら
。
」

「
ブ
ラ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
、
頼
む
よ
。
」

「
う
る
さ
い
！
レ
イ
ン
バ
レ
ル
殿
処
刑
の
準
備
を
。
」
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「
ふ
む
、
分
か
っ
て
お
る
！
」

レ
イ
ン
バ
レ
ル
の
右
腕
が
剣
に
変
形
し
た
。

「
ク
ラ
イ
ム
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
ソ
ウ
ル
！
」

巨
大
な
閃
光
が
、
牢
屋
ご
と
跡
形
も
な
く
消
し
飛
ば
し
周
辺
に
地
震
が
発
生
し

た
。

「
つ
い
に
来
た
か
。
」

「
行
き
ま
し
ょ
う
オ
ニ
ナ
シ
殿
。
」

「
あ
あ
！
」
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第
十
四
話
　
ブ
ラ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
と
レ
イ
ン
バ
レ
ル
の
襲
撃
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
五
話
　
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
再
び
、
加
熱
の
魂
。
お
楽
し
み
に
！
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第
十
五
話
　
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
再
び
、
加
熱
の
魂

オ
ニ
ナ
シ
と
ラ
ッ
ト
ル
が
外
を
出
て
見
た
光
景
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
な
ん
だ
こ
れ
は
・
・
・
」

「
跡
形
も
無
く
消
さ
れ
て
い
る
。
」

「
来
た
か
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
で
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
力
を
持
つ
者
、
オ
ニ
ナ
シ

！
と
相
棒
の
ラ
ッ
ト
ル
。
」

レ
イ
ン
バ
レ
ル
と
ブ
ラ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
が
オ
ニ
ナ
シ
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。

「
貴
様
ら
か
。
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
を
一
掃
し
た
の
は
！
」

「
あ
あ
そ
う
だ
。
用
無
し
に
は
死
あ
る
だ
け
だ
か
ら
な
。
」

「
酷
す
ぎ
ま
す
よ
オ
ニ
ナ
シ
殿
。
」

「
も
ち
ろ
ん
だ
。
そ
う
や
っ
て
捨
て
駒
に
す
る
こ
と
絶
対
に
許
さ
な
い
。
」

「
ほ
ざ
け
っ
！
貴
様
等
も
死
ぬ
の
だ
此
処
で
。
」

「
ク
ラ
イ
ム
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
ソ
ウ
ル
！
」

オ
ニ
ナ
シ
と
ラ
ッ
ト
ル
は
攻
撃
を
避
け
て
合
体
し
た
。

「
オ
ニ
ナ
シ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
！
」
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レ
イ
ン
バ
レ
ル
と
ブ
ラ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
が
殴
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
を
熱
血
の
ア

ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
で
止
め
た
。

「
や
れ
や
れ
、
こ
れ
で
止
め
て
も
分
か
ら
ぬ
の
か
。
」

「
何
を
！
」

「
フ
ァ
イ
ア
ー
ス
ペ
リ
オ
ル
キ
ャ
ノ
ン
！
」

ブ
ラ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
と
レ
イ
ン
バ
レ
ル
は
５
０
０
ｍ
ま
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。
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第
十
五
話
　
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
再
び
、
加
熱
の
魂
（
後
書
き
）

次
回
第
十
六
話
第
三
軍
の
リ
ー
ダ
ー
の
名
が
明
か
さ
れ
る
時
。
お
楽
し
み
に
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

オニナシ
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